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早 稲 田 大 学 オリンピック・パラリンピック教 育 研 究 センター（WASEDA ROPE：WASEDA Research 
Center for Olympic & Paralympic Education；以下,「早大オリ・パラセンター」）は,スポーツ庁が推進する
「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」の委託を受けて 2016 年 7 月 29 日付で発足し
た．1 年目の 2016 年度は,岩手県,広島県,熊本県の 3 地域,2 年目となる 2017 年度は,2016 年度の 3
地域に札幌市,岐阜県,静岡県を加えた 6 地域の教育委員会等の方々と連携して事業に取り組んでき
た．3 年目となる 2018 年度は,2017 年度の 6 地域に,横浜市,埼玉県,静岡市,滋賀県,香川県の 5 地域
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2020 年に東京都で開催されるオリンピック夏季競技大会（2020 年 7 月 24 日～8 月 9 日）及びパラリ
ンピック夏季競技大会（2020 年 8 月 25 日～9 月 6 日）まで約 2 年と迫った 2018 年は,2 月に平昌（大
韓民国）で開催されたオリンピック冬季競技大会（2018 年 2 月 9 日～25 日）・パラリンピック冬季競技大
会（2018 年 3 月 9 日～18 日）や 8 月にジャカルタ（インドネシア）で開催されたアジア大会（2018 年 8 月
18 日～9 月 2 日）などの国際大会が開催された．特に後者では,参加した 45 の国と地域のうち,日本が
2 番目に多い 205 個のメダルを獲得した．このような日本選手の活躍は,国民に東京大会における日本
選手の活躍を期待させるものであり,同時に参加した選手自身にとっても東京大会の前哨戦と位置づけ
られた注 1）． 










3 年目を迎えるスポーツ庁オリ・パラ教育事業では,全国 35 地域が参画し事業が行われている． 
スポーツ庁オリ・パラ教育事業の推進を支える中核拠点の一つとして 2016 年 7 月 29 日に発足した早
稲 田 大 学 オリンピック・パラリンピック教 育 研 究 センター（WASEDA Research center for Olympic & 
Paralympic Education；以下,「早大オリ・パラセンター」）は,2016 年度に 3 地域（岩手県,広島県,熊本































計方法に関しては，友添ほか（2018c）及び Okada et al（2019）を参照し，以下の通りとした．アンケートの
質問項目は,表 1 の通りである注 4）．アンケート結果の集計に関しては, それぞれの項目を 4 件法で回答
を求め,「とてもそう思う」を 4 点,「ややそう思う」を 3 点,「あまりそう思わない」を 2 点,そして「そう思わない」
を 1 点として集計した．さらに,全地域をまとめて,事前及び事後調査における,質問項目ごとの点数と全
質問項目の合計点数のそれぞれの平均点を算出した．そして,SPSS ver24 を用いて,事前調査と事後調












2016 年度は 10 地域,2017 年度は 20 地域を対象に行われてきたスポーツ庁オリ・パラ事業であるが, 
2018 年度は,さらに 15 地域を追加した 35 地域をオリ・パラ教育推進地域に指定し事業が行われた．
2018 年度の担当中核拠点ごとのオリ・パラ教育推進地域は,表 2 の通りである． 
 
表 2：2018 年度のオリ・パラ教育推進地域一覧 
担当中核拠点 オリンピック・パラリンピック教育推進地域 
筑波大学 








  上段：継続地域，下段：2018 年度新規地域
 
表 2 のように,早大オリ・パラセンターでは,2017 年度のオリ・パラ教育推進地域であった 6 地域（札幌


















岩手県 教育委員会型 教育委員会と各学校による連携体制 
埼玉県 教育委員会型 教育委員会と各学校による連携体制 










「平成 30 年度静岡市オリンピック・パラリンピック教育推進委員会」の設置 
（大学教員，教員，早大オリ・パラセンター員，観光交流文化局，教育センター） 
滋賀県 教育委員会型 教育委員会と各学校による連携体制 

























  第 1 回 第 2 回 
日時 2018 年 5 月 18 日（金）14：00-17：00 2018 年 7 月 25 日（水）14：00-17：00 
会場 筑波大学東京キャンパス 





















ーの概要は,表 5 の通りである． 
 
表 5：各地域セミナーの概要 
地域 開催日 方法及び内容 
札幌市 
2018 年 
8 月 31 日（金） 





9 月 6 日（木） 





6 月 29 日（金） 





8 月 3 日（金） 











5 月 18 日（金） 






6 月 16 日（金） 






4 月 24 日（火） 
【 講義 】（全ての小学校及び中学校の体育主任を対象） 
・オリ・パラ教育の専門家による講義（事業概要，実践方法，実践事例，教材） 
2018 年 
4 月 25 日（水） 
【 講義 】（全ての小学校及び中学校の体育主任を対象） 
・オリ・パラ教育の専門家による講義（事業概要，実践方法，実践事例，教材） 
2018 年 
5 月 29 日（火） 






12 月 12 日
（水） 





7 月 13 日（金） 






7 月 27 日（金） 






6 月 12 日（火） 










8 月 7 日（火） 

























画を促した．地域セミナーの参加者の内訳は,表 6 の通りである．なお,地域セミナーを 2 回実施した埼
玉県,静岡県,香川県は 2 回目に参加した人数である． 
 
表 6：各地域セミナー参加者の内訳 
地域 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 合計 
札幌市 24 4 0 2 30 
岩手県 4 2 3 1 10 
埼玉県 0 0 4 4 8 
横浜市 12 4 3 0 19 
岐阜県 3 4 0 1 8 
静岡県 16 7 9 0 32 
静岡市 5 4 0 0 9 
滋賀県 2 2 1 5 10 
広島県 9 7 15 1 32 
香川県 7 3 3 1 14 
熊本県 10 8 2 2 22 
合計 92 45 40 17 194 
 
2．2．2．地域セミナーの効果検証 






























ークショップの概要は,表 7 の通りである． 
 
表 7：各地域ワークショップの概要 
地域 開催日 方法及び内容 
札幌市 
2019 年 
2 月 25 日（月） 






2 月 4 日（月） 





1 月 30 日（水） 







1 月 31 日（木） 






2 月 6 日（水） 











2 月 20 日（水） 






2 月 14 日（木） 







1 月 22 日（火） 






2 月 22 日（金） 






2 月 12 日（火） 





12 月 16 日（日） 




地域ワークショップの参加者の内訳は,表 8 の通りである注 8）． 
 
表 8：地域ワークショップ参加者の内訳（人） 
地域 小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 合計 
札幌市 48 8 0 2 58 
岩手県 9 5 4 1 19 
埼玉県 0 0 98 32 130 
横浜市 140 43 4 7 194 
岐阜県 4 5 1 0 10 
静岡県 17 7 7 0 31 
静岡市 74 35 0 0 109 
滋賀県 2 2 0 5 9 
広島県 10 10 14 1 35 
香川県 33 40 31 9 113 

























日時 2019 年 3 月 5 日（火）14：00-17：15 
会場 筑波大学東京キャンパス 








































注7） 「オリ・パラ教育における 5 つの学び」とは,表 10 の通りである． 
 









の教員 2 名は中学校の数に追加した． 
注9） 札幌市,横浜市,熊本県では,推進地域の都合でアンケート調査を実施しなかったため,アンケート







 朝日新聞,2018 年 8 月 14 日付，朝刊 
 オリンピック・パラリンピック教育に関する有識者会議（2016）オリンピック・パラリンピック教育の推進に
向けて最終報告  






（参照日 2019 年 4 月 1 日） 

















 早稲田大学オリンピック・パラリンピック教育研究センター（2019）平成 30 年度スポーツ庁委託事業 
オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業報告書 
 
